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I はじめに
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「学生の状況にかみ合うように工夫せよ」という梶浦学長 （当時） のアドバイスを受けてス
ター 卜した教育学及び教育方法論の講義は7年めの半ばを過ぎた。その後は名誉学長として指
導して下さった梶浦善次先生が，1993年8月4日に89歳を一期として逝去された。
氏は16歳で母校である小学校で教職に就き， 1987年9月に本学学長を退くまで実に68か年の
間，連続して教職にあった。その聞に，札幌師範学校，東京高等師範学校 （英語），東京文理
科大学（哲学）に学び，実際に授業や生徒指導に当たることのほか，幼稚園長，小学校中学校
高等学校の校長，2つの短期大学の学長まで勤めるという稀有の経験をもった。 したがって氏
のアドバイスは，深く透徹した学理の厳しさとともに，広い教育実務の経験からくる温かさが
一杯であった。
氏は本年5月25日発表の論文で教育の定義を変えるべきだと提案している。 従来の教育の定
義 「成熟者の未熟者に対する計画的影響である」を，生涯教育と生命尊重の観点から 「教育と
は人の生き甲斐を創造する助成活動である」 に変えるべきだというのである。 私は， 今，学生
のノートの山の中で，その一冊一冊に 「生き甲斐を創造する姿ありや」と心眼をこらしている。
さて，前回の報告以後の講義の変化には，教育方法論の資料集が公刊され，1992年後期から
受講学生が整った形で資料を使えるようになったことがある。これは，総論に4編，各論に14
編，結論に2編という計20編の論文集で，結論の中の1編には，梶浦善次著「教育方法の底に
あるもの」をそのまま頂載している。この本について，氏は「副題には実技論集と書いてある
が，むしろ，この本は荻野の実践哲学である。文化の生命を生かしてとらえる形象理論にまで
及び見事だJと，何度かいってくれた。 だが今はもうその馨咳に接することができない。限り
ない指導に感謝の誠を捧げ，氏が示して下さった道を及ばずながらひたすらに歩みたいと思う。
今回は前回に企図して果たせなかった「平和教育」 の課題を深めるところから始めたい。こ
の1年に世界情勢に大きい変化があったとはいえないが，クリントン政権や細川政権の登場，
カンボジアの制憲議会の議員選挙の成功，ECやガットの足ぶみ， 7月末からにわかに見え
てきた中東和平への動きなどが脳裏をよぎる。ユーゴスラピアやソマリヤには国連等の努力に
かかわらず，明るさがもどらないのが残念である。その中で，いわゆる非自民の細川政権は「平
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和教育jに新しい地平を拓くことができるのであろうか。
きすう
一方，生命の尊さをどう教えるかの課題の中で 「性教育」の帰趨が注目されている。エイズ
の対策やマスコミの性にゆがめられた偏った性教育になるのではないかの危倶は去っていない。
人類に健康な家庭をとの願いは切実である。来年 （1994年）は国連の決めた家族年である。そ
れらを大局的にみて，今求められる性教育を考えてみたいが，この点は他日を期したい。
JI 新しい平和教育を求めて
平和とは伺か。それは現にあるものではなく，人類の課題として求められるものである。第
一に人類の危機回避への願いとして求められるものである。①大戦争を起こさない ②内戦，
ゲリラ，テロなと、小戦争も避けたい ③経済生活の破壊も避けたい ④人類人口の爆発的増大
と物資やエネルギーの大量消費をおさえ，環境破壊を回避したい の4か条がその大要である。
第二にその願いを実現させうる秩序を創造する課題である。それは国連を発展させた世界連邦
といわれるものになるであろう。
それらの課題に迫るためのいくつかの考察を進めよう。
1 .前向きを大事にする平和教育一一国際貢献から新世界創造ヘ一一
私は原爆忌や終戦記念日の頃に，年中行事のようにマス・コミにのる平和教育を「いわゆる
平和教育Jと呼んだことがあった。いわゆる平和教育の特徴は，第一に悲惨を語り継ぐ運動，
第二に反核・反自衛隊の運動，第三に侵略の反省を強調する運動という三つに要約できょう。
第ーでは人の心に不安や怒りを作り出すが，それをどう平和構築に生かすのかが見えてこない。
第二では一国だけではできない戦力の管理と現実の安全保障に目をつぶらせがちになる。第三
では他人事として誰かに反省を求めるようで，今生きる日本人の良心と良さを育てる働きには
なり難い。このように，いわゆる平和教育からは，本当の人聞の平和や，その平和の構築に貢
献する日本人の姿が見えてこない。それはなぜか。いわゆる平和教育が後を振りかえることに
とらわれて，前向きを大事にすることを忘れているからではあるまいか。
この視点から， この夏の話題になった細川首相の第127特別国会における所信表明演説の該
当する部分を検討してみよう。
第一段落で，昭和20年の終戦のとき 「大きな間違いに気付き，過ちを再び繰り返さない固い
決意で新しい出発を誓いました」という。これは，当時ちょうど兵役に就く年齢にあり，日本
人はいかに生きるべきかの教育をめざしていた私の切なる実感であった。私ばかりではない。
当時の一億国民すべての実感であったと確信している。官民を間わず，貧富を間わず，老少を
問わず，健弱を間わず，すべてはこの一点で前向きであった。これあるが故に，占領者の予想
をはるかに超える平穏な占領行政が実現し得たのだと思う。この反省と間違いに対する政治的
な対応は歴代の日本政府が懸命に努めて，その大部分は解決し， 残るのはロシヤ（旧ソ連）と
の平和条約と北朝鮮との関係を残すのみとなっている。 新しい出発の積極的な面でも政治改革
には著しいものがあり，日本国憲法が志向する ①国民主権②戦争放棄①基本的人権の尊
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重の方向に進み，幸い世界の中の自由経済の恩恵にも浴し得て，日本国民は他の国民からは羨
望されるほどの圏内の平穏を享受するに至った。その中で日本の教育も，高校への進学率が96%
にも及ぶ程の進展をみせている。しかし，その前向きの出発が， 一番足ぷみさせられているも
のがある。それは日本国憲法の前文に掲げた平和世界創造の願いであると私は思う。
「われわれは，平和を維持し，専制と隷従，圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努め
ている国際社会において，名誉ある地位を占めたいと思う」という理想がそれである。
第二段落では，戦後わが国の繁栄平和を 「先の大戦での尊い犠牲の上に築かれたものであり，
先輩世代のご功績の賜物（たまもの）であった」とし， 「忘れてはならない」といっている。
この認識は，平和をもたらす基礎には尊い犠牲もあり得る事実を示すもので，これからの平和
世界創造の願いのためにも必要不可欠な心構えを暗示するものであると思う。 この心構えは前
向きを大事にする平和教育では無視できない。ところが，マスコミはこの段落への関心は皆無
といえる状況にあった。私にはマスコミの恐るべき偏りと思われてならない。
第三段落では， 「この場を借りて，過去のわが国の侵略行為や植民地支配などが多くの人々
に耐え難い苦しみと悲しみをもたらしたことに改めて深い反省とおわびの気持ちを申し述べ
る」とし，その後に「今後一層世界平和のために寄与することによってわれわれの決意を示し
ていきたいJといっている。この前半のおわびの表現にどのような政治的意義があるのかは私
には判断できないことである。 しかし日本国民としての実感と教育上の意味から考えると，第
一段落で簡潔に述べられた「気付き」と「決意」に全く同ーの内容であり，かっ， 前向きに歩
み出したい平和教育のもつ懐中電燈で、後を照らせというニュアンスをもっ点で，無用のことの
ように思えるのである。戦後48年も経ち，戦後生まれ世代が過半数になっている今の日本の教
育には，もっと前方を明るく照らし，足元に喜びを見出すような光が欲しい。
後半の 「決意Jとは何であるか。それは政治的なつぐないを意味するものではないとの答弁
があったことから，それは 「世界平和に貢献すること」そのものであった。これをこそ空文と
いうのではあるまいか。
にもかかわらず，マスコミの関心と反応はこの第三段落に集中している。国民にとっても，
世界の平和への歩みにとっても不幸な状況だと思えてならない。
第四段落以降の八つの段落は，今政府が当面する国際協力の課題を順次示すものであった。
平和教育を前向きに考える手がかりになるものを拾っておこう。
① 国連による国際的な努力に対する人的貢献を着実に展開
② 冷戦後の世界に対応できるような国連改革 ・国連強化のために積極的に寄与
①核拡散防止条約（ NPT）の無期限延長を支持し，さらに核兵器廃絶 ・国際的軍縮を達成
するための積極的な外交
④ 米国がアジア太平洋地域における存在と関与を継続することを歓迎し，日米関係を維持・
構築していく
⑤ アジア太平洋地域の一員として経済 ・政治両面にわたる対話と協力
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⑥ ロシアと北方領土問題を解決し国交の完全正常化に努め，ロシア国内の改革に応分の支援
⑦統合を進めつつあるヨーロッパ諸国などとも一層緊密な協力関係を築く
③ 自由貿易体制の維持・強化に向けた国際協調の推進（別の章で6段落に及ぶ内容がある）
2.質実国家として世界平和ヘ一一汗を流すことも忘れない生涯教育一一
この細川首相の所信演説には「質の高い実のある国づくり，言ってみれば“質実国家” を」
目指すという表明がある。首相は小泉八雲が第五高等学校の生徒に説いたという言葉を引用し
ている。「日本にはすばらしい精神がある。 日本精神には，簡潔， 善良，素朴を愛し， 日常生
活において無用の賛沢（ぜいたく） と浪費を憎む精神である。その精神を維持， j函養（かんよ
う）する限り，日本の将来は期して待つべきものがある」がそれである。マスコミや前の内閣
が 「生活大国」という貧困な哲学の見本のように思える言葉をはやらせていたことと較べて，
私にはとても好ましい転換のように思えるのである。
「政治や行政はもちろん，経済や国民生活においても， できるだけ虚飾を排して質と実を追
求していくこと」を政治理念の根本に据えたいというのである。
この「質実国家」の出典は，演説からは小泉八雲が旧制の第五高等学校（熊本）で、語ったこ
とと受けとれるが， 実は昭和天皇の“お言葉” が出典との報道がある。昭和天皇が践詐 （せん
そ＝皇位継承）の際に使われた 「浮華を排し， 質実を願う」というお言葉からの引用というの
である。
政治においてこの理念がどのように展開していくかを期待をもって見守りたい。この基本理
念の実現には，どうしても国民の意識改革， つまり教育が不可欠ではないかと思われる。それ
故私は教育においてこそ， より積極的にこの理念を検討し，教育の実際に及ぼしていく必要が
あると思う。特に平和教育のためには実に大切な理念であるとも思われるからである。人口の
抑制， 資源 ・エネルギ のー浪費抑制による環境破壊の凪避という世界平和の至上命題のために
は， まさに「浮華を排し， 質実を願う」生き方への転換は避けられないとえよう。
私は第3回韓日中等教育協議会の日本側パネラーとしてグローパル ・モラル（ Global Mor-
al ）を提唱した。その前半では，伝統的モラルの中で捨てではならないものと，新しい時代
の課題のために創造的に考えなければならないものの提言となった。 要言すれば
(1）働け働け一一一生産にわが汗を一一
賃金を得る働きばかりでなく，家事もボランティアも，知的な働きも，汗して働く労働も均
しく尊い。いずれも生命に火をともして働くこととしては同じである。拘束される勤労の時聞
を短縮できることは望ましいが，「働き過ぎJの言葉を用いて働く ことを軽視する観念を与え
てはいけない。働くことのできるこの身と社会に感謝しつつ，その働きが，家族や郷里の為に
なることはもとより， 国家社会のためにも，人類の幸福の為になることを見通して，ひたすら
に働く者でありたい。
(2）もったいないことはするな いのちをいただく消費一一一
このわが命，この生きている時間を浪費しないこと，1本の釘，I枚の紙も地球生命の一部
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である。食べ物は天地の恵みに育てられた生物からいただくものである。もったいないことは
するなは，古今東西に共通の自戒でなければならない。
(3）福祉還流の経済原理一ーともいのちを生きる一一
権利とか義務とかいう前に福祉は人間の美徳であった。 可能なだけ働き，分かち合って運命
をともにして生きる，いわば「ともいのち」の生き方である。働きがあって福祉があるという
福祉還流と呼ぶ原点を見失いたくないものである。ところが働くことも巨大な経済システムに
のみこまれて，家庭崩壊をまねく無軌道な享楽，自然の浄化能力を上回る廃棄物，経済競争に
取り残された人々の悲惨など黙視できない状況が進んでいる。それから脱けだす経済原理とし
て ①要るもの （使い捨て文明の克服） ②良いもの （享楽文明の克服） ③安いもの（もう
け主義の克服）という三原則を提起する。
以上の提言は，質実国家の理念を実現していくための教育を志向すると私は思う。
さらに日本が質実国家である為に，今緊急に必要とされる課題に労働力の不足をどう切りぬ
けるかがある。安易に外国人労働者を入れて，それに 3Kと呼ばれる仕事をさせるようでは
質実国家とは到底いえまい。同じ敷地内に住まわせ，わが家の仕事をしてもらえば，それはも
はや家族ではないか。家族としてともに生きる覚悟がないのに，こちらの思い通りになってく
れという身勝手は許されないと思う。では誰が働くか。日本人が，働ける限り働くことにする
心構えとシステムを創造しなければならない。適切適正に働ける生涯勤労の原則が必要である。
ここに詳細に論ずる余裕はないが， これからの生涯教育（ lifelong integrated education ) 
の三本柱は ①生涯学習 ②生涯勤労 ③生涯体操 であると提唱する次第である。
質実国家の国民として人類みんなに尊敬され親しまれつつ，世界平和秩序の創造に意見を述
べ，貢献していける日本人でありたい。そんな日本人の教育でありたいものである。
3.国旗と国歌と新しい愛国心一一 それは新しい理想国への愛である一一
(1）後ろ向き平和教育がもたらした精神的な悲惨
日本青少年研究所が，日本の高校生（1988年12月， 1,063名）と米国の高校生 （1989年 2-
4月， 1,084名）を調査した報告がある。 他の国の国旗が掲げられ，そこの国歌が演奏される
とき，脱帽してさっと起立し，黙してセレモニーに参加するか否かには驚くべき差があった。
「外国の国旗国歌に起立してセレモニーに参加する」と答えた者は，米国の高校生が93.4%
であったのに， 日本の高校生は17.3%であった。
りつぜん
他国を尊敬するマナーに，これほどの差があることに慨然とせざるをえない。相手を尊敬す
るマナーを知らない国民を，他国の人は尊敬しうるであろうか。これは日本教育の 「心育て」
の悲惨を示す氷山の一角である。
この悲惨をもたらしたものは 「いわゆる平和教育」が，その3つの特徴とともに，日本の国
旗国歌を否定的に扱うことを常態と してきたことにあることはいうまでもない。それは私の公
教育実務40年のうちの後側の約30年の間，常に感じてきた，多くの学校のほとんど抗し難い日
教組北教組支配の実感とも軌をーにするものであった。
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日本の国旗が「日の丸」であり，国歌が「君が代」であることは，戦前戦後を通して一貫し
た日本の慣習法であり，万固に通用している事実である。これを変更するのには明確な立法に
よるほかはない。人聞の文化の中に国家があり，その国家の象徴としての国旗，国歌，その他
のものへの尊敬の形を表現することで，その国家その国民への尊敬の心を表わすというマナー
が生きている以上，その教育は人間教育の基本のーっといえよう。現状の日本の教育では，「日
の丸」「君が代」の尊敬の実感を育て，そのマナーに及んでいくほかはない。
日本の公教育では，連合国側の占領が解かれ，独立国家としての歩みが許されるようになっ
た昭和33年の学習指導要領改訂以来，国旗・国歌を教え，そのマナーを体験させることは当然
とされてきた。そのおおよその基準は次のようなものであった。
第一に，小学校の音楽の教科書には1年から 6年まで国歌「君が代」が印刷されていること
第二に，それを用いる小学校の指導は，例えば札幌市の基底となる教育課程では
1・2年で，みんなで歌えるようにする
3・4年で，ひとりでも歌えるようにする
5・6年で，意味を考えて歌えるようにする
第三に，小学校，中学校，高等学校においては，入学式，卒業式等の儀式において，国旗を
掲げ、，国歌を斉唱し，マナーを学ばせる。
第四に， 基準にはないが，国民の祝日のように国民が当然国旗を掲げるとされるめでたい日
には，学校も門に国旗を掲げる。弔旗とする場合も同様である。
これらが行なわれていれば，上記のような悲惨な状況にはなら広かった筈であった。特に第
二と第三は一種の法として告示された学習指導要領の示すところからくるもので，表向きの各
学校の教育課程には明記されるか，何らかの形で公の規定を遵守するとされてきたものである。
しかし，多くの教師によってそれが怠られ，規定通りにしたい学校の動きも，団結の語に支配
される多くの教師に阻まれてきたのであった。これは不当な支配に屈するという教育そのもの
の悲惨の氷山の一角であった。
その中で、育ってきた学生に聞いてみよう。毎時レポートなどの中に見られた状況である。
〈学生127）私は今まで，国歌の曲も歌詞も習ったことがありません。全〈残念なことです。
〈学生128）「君が代」は全部歌うこともできないし， 意味もわかっていません。日本人として
失格です。勉強しなおしです。
〈学生129）一応小学校で習ったので、すが，あま り口にしないため，よく覚えていないので，
日本国民として，国歌も歌えないのは恥しい思います。
（学生130）習ったことがないので， NHKなんかで流れたら何だか変な感じです。
（学生131）昨日の成人式で国歌を歌うというのがありましたが，誰も歌っている人はいませ
んでした。今の人は国歌を最後まで歌える人は，私を含めて，いないようです。
（学生132）小学校のl年か2年の音楽の時間に，歌詞の意味を教えられず，日本の国歌とい
うことで1-2回歌わされた記憶があります。その後，高校などの卒業式で曲だけ流されまし
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たが，周囲の生徒はほとんどというより全員，歌っていませんでした。みんな深く習ってはい
なかったんですねェ。
（学生133）教科書には載っていま したが，一度も授業で、歌ったことがありません。今思うと
不思議です。
〈学生134）小学校のとき何か大切な行事があると日の丸を掲げ，君が代を歌ってきました。
それが当然のことだと思ってきました。それが今は，そのことがいろいろな問題になっていま
す。私は日本人だから，自分の国の旗と歌にもっと誇りをもってもいいのではないかと思いま
す。そんなことで、言い争って問題にしているなんてバカバカしいと思います。そんなことを考
えてる私は，あまりものを考えなさすぎるのでしょうか。
(A）あなたの心こそ世界の人に通用する自然の心で、あると私は思います。同感です。
〈学生135）意味は NHKのラジオで知りました。その中では色々な解釈のしかたをやってい
たので勉強になりました。歌い方は，教科書にずーっとのっているのに，先生が歌わないので
不思議に思い，友達とオルガンで曲をとって覚えました。とっても静かでいい曲なのに，なぜ
やらないのかと先生に言うと，とても困っていました。この問題は難しいですね。
〈学生136）小学校の時，音楽の時間に君が代を歌ったけど，意味を習った記憶はありません。
中学に入って一番最初の音楽の授業の時，教科書の中からどれでもいし＼好きなのを選んで一
人ずつ歌うテス トがありました。その時友だちが国歌を歌おうとしたら，国歌はなぜかだめで，
それ以外の歌を歌いなさいといわれたのが記憶に残っています。
〈学生137）友人の高校では 「国旗を掲揚する」と決まった年の終業式は行なわなかったとい
うことです。この高校は左翼よりの先生が沢山いた学校だったそうです。埼玉県O高校で起
きた事です。学校がこんなことをしてもよいのでしょうか。
(A）ょいとは言えませんね。同感です。かげでは正常にするための努力もあったのでしょう。
〈学生138）私は小学生の頃から国旗・国歌にはふれずにきました。先生方も教える必要がな
いという感じでした。しかし私は国旗と国歌なのだから教えるべきだと思います。自分の国の
象徴なのに関係ない訳がないと思います。 例えば，フランスの国旗は自由，平等，博愛を示し
ていると，くどい程教わったのに，なぜ自分の国のことは教えてくれないのでしょう。事実は
事実として伝え，それについて，どう考えるかが教育なのではないでしょうか。
〈学生139）先日，アメリカに行っている兄から手紙が届きました。湾岸戦争勝利のパレード
の様子が書かれていました。道路は全て通行止めで，紙ふぶきが腰近くまで積もって歩けない
ほどだったそうです。（中略）兄が一番び、っくりしたことは，人々がみな国歌を歌うとき，胸
に手をあて，帽子をとり，全員がです。大合唱したそうです。涙を流している人もいたそうで
す。そのアメ リカ人みんなの 「愛国心」に兄は驚いたのだと思います。日本では，今 「君が代」
や 「日の丸」反対という人々が出てきていて，すごい違いだと思います。私は自分のいる日本
が好きです。でも君が代を歌う時，帽子をかぶっていたらとるだろうか，とか，歌詞の意味さ
えよく知りません。考えさせられてしまいま した。
124 荻野：ともに学ぶ教育学（その6)
〈学生140）教育実習のとき，私は4年生の社会の授業を観察していました。防火施設を平面
図に書きこむ作業をしていたのですが，スピーカーの印を赤で、回と書く ように指導した時，
子どもから 「中のろまぬりつぶすの」ときいてきました。すると 「ぬりつぶしたら日の丸みた
いでイヤでしょ。先生，日の丸嫌いだもの」とおっしゃいました。子どもは 「どうしてJとき
きました。「昔，ごはんと梅干しだけの日の丸弁当というのを思い出すから嫌なのよ」 と先生
は私の顔をチラッと見ておっしゃいました。（中略）教育実習が終って何週間も経ちましたが，
この場面だけははっきり頭の中に残っています。この先生は女の先生で，私にとっては理想の
先生でした。（中略）しかし，「日の丸嫌いだもの」という一言で，私の頭の中に疑問が残った
のです。（中略）先生がそう断言すれば必ず子どもに何らかの影響が出てくるはずだと私は思
います。国旗や国歌についてはまだまだ根深い考えがあるようです。日本人としての誇りをも
つためには，国旗も国歌も知っていなければなりませんし，また教える義務があります。教師
として子どもの前に立つのなら 「日の丸反対，国歌斉唱しないJなどと言ってられないと思う
のです。日本人として国際社会にはばたく人聞を育てるのですから，いくら素晴らしい授業が
できても，日の丸反対というのでは，一体何のために教師をして， 子どもを育てているのか分
からなくなるのではないでしょうか。
以上が，教育を志す学生の心中に去来する思いの大半を示す例である。数は少いが，国旗，
国歌を否定するように教えられ，それを信奉している学生があった。その考えの検討は大切な
ことなので，他日，改めて検討したい。
(2) 国歌についての学生の経験
平成4年度後期の教育方法論受講生について次のようなアンケートを試みた。 1990年度入学
の2年生で，服飾美術科，工芸美術科，保健体育科の教職課程履修者である。
月 日）（学生番号 ）（氏名
後期の最終講義となりました。熱心な受講 ご苦労様。さて，前回の講義で，国旗や国歌に
ついて，日本とアメ リカの高校生では，その認識やマナーに大きな違いがある事実がありまし
た。これには沢山の反響がありました。教科書にはあったが教えてもらったことはないとの訴
えも多くありました。それで皆さんの実情を知りたくなりました。下のアンケー トにOで教え
て下されば幸いです。
1 国歌「君が代」の歌詞の意味を俵初に習ったのは
（小学校，中学校，高等学校，大学，家庭，その他）（ない）
2 国歌 「君が代」の歌い方を最初に習ったのは
（小学校，中学校，高等学校，大学，家庭，その他）（ない）
回答ありがとう。御多幸を祈ります。（思うことがあったら下にお書き下さい。）
学科による有意な差異は認められないので結果を一括して掲げよう。（表I，表2)
先ず， 小学校では各学年で教えなければならないことになっているが，その実施率をみよう。
歌詞の意昧については20.2%(15.8-24.6, 95%の信頼限界，以下同様）であった。意昧は5
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表1 国歌「君が代Jの歌詞の意味を最初に習ったのは
小学校 中学校 高等学校 大学 家庭 そのf也 言十
人数 66 37 25 61 14 1 
% 20.2 11.3 7.6 18.7 4.3 3.4 34.6 
表2 国歌「君が代」の歌い方を最初に習ったのは
小学校 中学校 高等学校 大学 家庭 その他 ない｜ 計
28 24 3 12 13 
% 53.8 8.6 7.3 0.9 3.7 4.0 21. 7 
年と 6年で教えるとすれば，関係教師当たりの比率は，もっと低いことになるであろう。歌い
方については53.8% (48. 3-59. 3）であった。歌い方は6か年を通してであることを考慮すれ
ば，関係教師当たりの比率は，もっともっと低いとみられるであろう。
次に，小中高校の聞に習ったという累加の率では，歌調の意味では39.1% (33.7-44.5), 
歌い方では69.7 (64. 7～74. 7）となっている。これは大学入学までの国歌を歌ったという経験
率を意味するが，にもかかわらず，ほとんど歌えないし，意味もわかっていないという状況が
先の学生の報告から知ることができる。国歌が身についたといえる率は経験率からは予想でき
ないといえる。
平成4年度前期の教育方法論受講の初等教育学科2年生に，口頭で問い，出席カードに答え
てもらった調査がある。（表3）問いの条件のちがいはあるが，歌い方を習った経験率はほぼ
一致している。ここで注意したいことは，国歌についてのマナーを学んだという自覚が，ほぼ
皆無だということである。
表3 国歌「君が代」についていつどこで学んだか
一一一一－－－－－－－－－－.＂.＿こっ 幼 中 高 ない 言十
人 数 1 8 9 10 110 138 
歌詞の意味 % 0.7 5.8 6.5 7.2 79.7 
（学校以外） 日 1 幸見に 1 青 2 
人 数 2 62 13 15 46 138 
歌い方
% 1.4 44.9 9.4 10.9 33.3 
（学校以外） Z口">- 1 青 1 青 4 
家で 1 テレビ2
人 数 1 1 136 138 
マナー
内 百廿そ・ 誇もて 否定
日は日本入学校，合は合唱団，青は大雪青年の家で学んだ者，内数で示す。
（学生141）私が卒業した小学校では君が代を教えてくれませんでした。中学に入って，みん
なが歌っているのを聞いて覚えました。私は甲子園で歌う国歌が好きです。選手たちが歌うと
力強く，たのもしく聞こえてくるから不思議です。（後略）
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(A）なるほど，聞いて覚えたというあなたの学び方を立派だと思います。甲子園の国歌か
ら不思議な力を感じとるあなたのセンスもすばらしいなと思っています。
〈学生142）君が代は，小学校の音楽の教科書の最後のページにのっていま したが，学校で、歌っ
たことはありませんでした。相撲を見ていて，歌を聞いたことはありましたが，詩まで聞きと
ることはできず，日本人でありながら，歌えませんでした。今日の先生のお話で，君が代の詩
もわかり，意味までわかりました。これで，ばっちりです。ありがとうございました。
(A）大切な国歌を，あなたにわかってもらえて，私は光栄ある日本の教師になれたような
気がしました。本当は，この光栄はあなたの小学校のときの先生が担うべき光栄でありました
ね。
(3）小中学校の教師になったときどう考えたらよいか
このように，ほとんど教えられていないし，表面上で儀式における実施率が上がったとして
も，国歌に対する理解を深め，日本と世界に貢献する気持ちを深め，一般に国歌・国旗にどの
ようなマナーで臨むべきかまでは及んでいない実情にある。したがって，今，小中高校の教師
になる者の中には，その教え子に国歌を最初に，本当に教えたという光栄を担わなければなら
ない者は少なくないといわざるをえない。小学校では音楽や社会科の時間に，中学や高校では
式の前とか国際行事が話題になる時などのチャンスに，心こめて教えることになるであろう。
小学校の各学年や中学高校のそれぞれが，みな指導要領の基準にそって指導し効果をあげて
いるのであれば，各教師は自分の指導すべきパートは何かを考えて指導すればよい。例えば小
学4年生を担任したときは，音楽のある時間に，教科書の楽譜を利用して，「ひとりで歌える
ようにする」 ことで， こと足れりとしてよいであろう。 しかし，調査で見られるように，それ
ぞれのパー トの指導はかなり低率で，結果として，大学生になっても，世界の社会通念に通じ
る程度の国歌の常識を育て得ているものが皆無に近いという，恐るべき状況におかれているの
である。だから教師は自分がおかれたパートにかかわらず，チャンスをとらえて，最低限の常
識としての日本国歌の理解と国歌についてのマナーを完結させる指導をするように心がける必
要がある。このように指導できた教師は，教え子の生涯の中で 「私に国歌を心こめて教えてく
れた先生」として思い出してもらえる栄誉を得るであろう。
では，その指導の最低限の標準を考えてみよう。国歌についての意見や資料は少なくないが，
よくまとまっていて最も参考になったのは， 宮沢縦ーの 「国歌の話Jであった。
(4) 国歌「君が代」の歌詞を指導する標準を考える
その標準を考えるのに最低限必要ι思われる史実を挙げてみよう。
きのつらゆき
① 「古今和歌集J(905年，紀貫之らの選）の賀の部に「題知らず，読人しらず」として，「我
ニ きんろ〈口ょう
が君はちょにやちょにさざれいしの巌となりて苔のむすまで」とある。その後の 「古今六帖J
には 「千代にましませJとなっている。
きんとう
② 「和漢朗詠集J(1010年，藤原公任選）の古い写本には古今和歌集と同じものがあり， 平
安末期ころの木版本には 「君が代は」の初旬になっているという。
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③初旬の「君が代jの意味について，「我が君」が武士の時代には藩主を指すので「君が代」
になったのだろうといわれているが，謡曲や徳川時代の文芸作品にもこの歌がみられ，「我が君」
は恋する人の意味との説もある。
④ 明治2年に天皇に対する礼式曲の歌調となり（曲には変遷があったが）明治21年には「大
日本礼式」と題し， JapanischeHymneとドイツ語で記し，それを印刷した吹奏楽譜が各国に
年らびに
送られ，明治26年（1893) 8月12日に文部省第三号別冊として「祝日大祭日歌調並楽譜Jを
官報で告示し公布された。こうして長い歳月，国の内外で国歌として取り扱われた慣習法に
のっと
則るものといもわれている。したがって，礼式曲として採用されてからの訳が定められてい
るわけではないが「天皇をいただいているこの日本の国が末永く栄ますように」の意味で歌わ
れたと解される。なお，「君が代」は 2回歌うならわしがあったが，昭和15年からは，公式に
は1固と決められた。
⑤現在の日本国は「日本国憲法」に則る国である。その第一条には「天皇は日本国の象徴で
あり，日本国民統合の象徴であって，この地位は，主権の存する日本国民の総意に基づく」と
明記され，天皇が行われる国事行為については，第三条から第七条にわたって明記されている。
これらすべての行為は内閣の助言と承認を必要とし，内閣がその責任を負うものである。国民
の大多数が，天皇をわが国及び国民統合の象徴として絶大な親愛の情を抱いていることは，昭
和天皇崩御前後の記帳の光景や，昨年から今年（1993）にかけての皇太子さまご成婚の前後の
報道にもよく見られるところであった。この親愛の情は，日本の二千年余に及ぶ歴史の中で，
国民の心に代々承け継がれ，心深く培われたものというほかはない。
以上のように千百年もさかのぼることができる平和的で、心豊かな起源をもっ歌詞で，「君」
の意味もいろいろであったが，今，国歌として歌うときはどんな意味と解されるべきであろう
か。この憲法上の規定と国民の心情を素直にこの歌詩で受けとめるのが当面の歌詩の指導とな
るであろう。したがって，初旬の「君が代は」は「二千余年にわたり総じて君民共治の国がら
で今日に至り，今日本国憲法のもとでわたしたちが生きる日本は」と解さざるを得ない。この
ような意図で，校長が教師と協議討論を経ながら，結論として示した基準がある。それは，上
記の趣旨が整理され，歌う心』こも及ぶように，語義，訳語，願いの3段階で示したものであっ
た。これは日本国憲法のもとで児童生徒に指導する標準の一案といえるであろう。
ちょやちょ いわお こけ
語義君が代は 千代に八千代に さざれ石の 巌となりて 苔の むすまで
日本の国 1000代も8000代もの代がわり 小さな石 ごっこつした岩 へばりつく低い植物 はえてふえる
私達の生きる日本の世の中 長い長いとしっき とほうもなく長い年月のたとえ
訳語わたしたちの生きる日本が末ながく 栄えますように
願い 自分の生きることを大切にするが故に，この日本はこよなく大切である。その日本が，
われ
世界人類に貢献でき共に栄えようとして，末永く栄えていけるように働く我でありたい。
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〈学生143）私は，君が代の意味を，ずっと知りたいと思っていました。自分でわかっていな
いと，子どもに教えられないからです。
〈学生144）君が代の歌調の意味は中学生の頃，テレビで・戦争に関わっている，君とは天皇の
ことだと聞きましたが，本当でしょうか。
〈学生145)（前略）昭和天皇には戦争責任があると思います。昭和天皇は戦争をしたかった訳
ではないと思いますが，あの時点で戦争をしないように止められたのは天皇だけだと思うから
です。先生はどうお考えですか？（でも昭和天皇は結構好きでした）。
(A）「君jには天皇の意味もありますね。マスコミには「君jが天皇を意味するから，悪い
材料だという雰囲気をかもす傾向があると感じられます。しかし，考えてみると日本の二千余
年の歴史は天皇と共に生きてきた歴史ですし，今の日本国憲法の一条でも天皇は日本国と日本
国民統合の象徴だと規定しているので，悪い材料のような雰囲気は全くの間違いだということ
がわかりますね。 「君」だけを切り離さないで「君が代は」の全体で，日本国憲法通りの 「わ
たしたちの生きる国日本は」と考えるほかはないと私は思います。ところで，その雰囲気を間
違わせる一因に天皇責任の考え方がありますね。私は昭和天皇に戦争責任はないと，思っていま
す。「責任Jというのは，自分の立場で担わなければならない仕事をやり遂げるということです。
第一に昭和天皇には憲法上の戦争責任はありません。前の憲法でも天皇には独裁の権能はなく
憲法上の国の機関の決定によって国は動いたのです。終戦の決定は，その国の機関が昭和天皇
の決断をお願いしそれにしたがうことにしたから終戦ができたのです。開戦の時とは全く事情
がちがいます。天皇には開戦も終戦も憲法上の責任を負うことはありえないのです。天皇は憲
法上しなければならないと決められていた通りに遂行されたのです。某市長が終戦の日が原爆
投下以前にあれば原爆被害は受けずに済んだ筈だから，決断を早くしなかった昭和天皇に責任
があると思うという趣旨の発言をしたことがあった。これも憲法上で当を得ないことは，既に
説いたことでおわかりの通りです。その上，アメリカ政府が当時，原爆を完成し日本に投下（生
体実験）できるため終戦を遅らせるようにポツダム宣言案に手を加えたとの報道もあり，某市
長が思う程単純ではなかったのです。第二に敗戦や戦争に伴って起きた悲惨に対する責任はど
うかですが，昭和天皇が責任を間われることはないのです。この責任は2つに分かれます。 そ
の1は，なせe間違ったか，なぜ負けたか，なぜ悲惨をまねいたか，なぜもっと良い人間教育が
できていなかったのかなど，これらの責任は当時の日本を構成していたすべての人が，お互い
に影響しあい，運命を共にしていたのですから，誰かに責任があり， 誰にはないとはいえない
のです。 みんなそれぞれが，わが努力や知恵の及ばざりしことを蛾悔するのみなのです。です
から，この責任は問われる責任ではないのです。その2は，戦勝国が敗戦国に問う戦争責任で
す。これは理不尽で残酷な裁きであったともいわれますが，その責任の償いとしてA級戦犯
7人， BC級戦犯1,061人の尊い命が奪われることで終り，サンフランシスコ講和条約に至り
得たのです。 昭和天皇は当時，自らマッカーサーのところに行き，ご自身の処遇をまかせ，国
民の救済のみを願ったエピソードは多くの人の知るところですね。つまり，その2の責任はも
129 
う終ったのです。こんなわけで，昭和天皇に責任があるとは到底思えないのです。
〈学生146)（前略）君が代と日の丸をどのように子どもたちの中へ受けとってもらうかは，自
分の中で，どのような位置付けをしていくかで決まると思います。
〈学生147)1992年春からの教科書でも日の丸，君が代の徹底が要求されています。社会科で
は第4学年の国土の位置に関わる内容において国旗をとりあげること。第6学年の国際理解に
関わる内容において，国旗と国歌を取り上げることが学習指導要領（平成元年3月）に示され
ています。これに対しては，思想・良心の自由の侵害であり，憲法違反であるとする意見もあ
ります。しかし，国旗も国歌も国の象徴であり，いずれの国にもあり，すべての人々に尊重さ
れていることを踏まえ，指導する必要があると思います。なにより，国旗，国歌ともに日本の
歴史であり文化であると思います。
〈学生148)（前略）私も指導要領が示している国旗と国歌の指導には賛成だと思うし，とても
大切だと思う。しかし，なぜ今になって，それを強制する必要があるのかと不思議に思う。日
本の国歌は美しいと思うが，義務づけられると，そう思えなくなってしまう。
(A）あなたの感じ方は，素直でよくわかります。私は20年近くも以前のこと，卒業式に国
歌「君が代」の斉唱を入れるべく，同じ学校の教師を説得するのに大変な困難を越えました。
当時の指導要領では「望ましいjという表現でしたが，良識のある教師なら実行すべき義務で
ものすご
あったと思います。ところが良い先生が多い学校でも，私が経験したように，物凄い努力と卓
抜した指導力がなければできないことを思い知らされました。それは，国旗・国歌を排除する
という強力な方針を掲げる日本教職員組合などが，現実に学校を支配している状況があるから
ニんしん
でした。それでも校長はもちろん，良識ある教師たちの海身の力と勇気でがんばらなくてはと
思いました。しかし，これでがんばると，日常のすべての教育活動で協力を得られず学校の運
営がくずされてしまうことが多くの学校の悲惨ともいえる現実なのです。私も，あなたと同様
に義務化でないほうがよいと思ってきましたが，いつまでも，このような悲惨が続いていくこ
とを思うと，教育改革の目玉のひとつとして，臨教審，中教審，教課審が一貫して，この義務
化を実現したことは，認めなければならないことだと思います。それでも，大切なことは，形
だけ実施している学校が増えることではなく，あなたのように本当に理解をもち，大切だと思
う誠意と愛情をもって教える教師が増えることだと思っています。
(5）国歌「君が代」の曲の単純素朴な美しさについて
〈学生149）小学生の頃，日本の静かな国歌にくらべて，アメリカなどのリズミカルな国歌を
うらやましく思っていました。今は本当に日本人らしい曲だと思います。
〈学生150）アメリカなど諸外国に比べて日本の国歌は伺て暗いんだろうと初めは思っていま
した。（後略）
(A）実は私も，「君が代jは音楽的には暗いから卒業式にはふさわしくないと主張する幹部
の先生がいて困った経験があるのです。静かだとか，素朴だとか，荘重だという感じを暗いと
思いこんだのか，お祭りのようなにぎやかさが好きだったためなのかわかりません。ところで
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この曲が世界国歌コンクールで一等になったという記録がありますので，その一部を引用して
みましょう。
日本人は昔から単純，素朴なものに美しさを発見してきた民族でした。国旗の「日の丸の旗」
は代表的なものです。それと同時に，国歌「君が代」は単純，素朴な中にいい知れぬ美しさを
秘めていることを私たちは思い返さなければなりません。この「君が代」が明治36年， ドイツ
における世界国歌コンクールで一等になったというのも，余り外国のものをほめない英国人が
「君が代」を天上の音楽であるといって激賞したといわれているのも， むベなるかなといえま
しょう。
(6）国歌「君が代」を指導する時に教えたいマナー
その第ーは「国歌や国旗には，どの国の人たちも敬愛の気持ちをもっている。失礼があって
はならない」ということである。
国歌や国旗は， その国の人たちを感激させる。それは， それぞれの国の人々 が自分たちの国
の象徴として，それを誇りに思い，自分の国を愛するのと同じ気持ちを国歌や国旗に抱いてい
るからであろう。国際的な，いろいろな行事の場合，国歌の演奏や国旗の掲揚がよく行なわれ
るが，そういうときや，ことに外国で自分の国の国旗を見たり，国歌をきいたりしたときは，
胸にジーンとくるものがある。
このような感激は世界中どこの国の人も同じで，それぞれ自分たちの国歌や国旗に対して，
多くの人が敬愛の気持ちを抱いている。だから外国に行ったときや， いろいろな国の人が集ま
る会に出たときは，外国の国歌を尊敬し，失礼のないようにしなければならない。
国歌が演奏されるときは，それがどの国の国歌であろうと，さっと立ち上がって， 姿勢を正
すのがならわしである。もし，そのようなとき，失礼な態度をとると，時と場合によっては国
旗に乱暴した時と同じように，国際間題になるおそれさえないでもない。
外国の人たちは，国旗や国歌に対して，日本人よりずっと神経を使うといわれている。
その第二は 「さっと立ち上がり演奏が終わるまで静かにきく」ことである。
外国から交響楽団や合唱団が来て，日本の国歌やその国の国歌を演奏することがある。その
場合は，すっと立ち上がり，国歌の演奏が終るまで静かに聴いているのが礼儀である。
その第三は 「国歌の場合は，演奏後には拍手はしない」ことである。
国歌の演奏が終ると，日本ではよく拍手が起こる。 これは外国のお客様を歓迎する気持ちか
もしれないが，国歌は儀礼であって鑑賞ではないので， それに拍手をおくるのは，むしろ演奏
者や参列のその国の人々には，おかしくとられることもある。
その第四は「歌曲としてよいとか悪いとかを簡単に決めてはいけない」ということである。
国歌をふつうの歌曲と同じように音楽的な観点からだけ鑑賞してはいけない。どの国歌にも，
それぞれの歴史があり，その国の人たちと結びついているものだからである。
(7）新しい愛国心のために
私たちも，国歌と国旗がわが国の歴史に結ひやついてきたことを，以上で少しく考察した。そ
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の歴史は，真に愛すべきものと思うが，今はその評価にこだわらず，前向きの平和教育に生か
す方向で考え，日本国憲法前文の理想を新しい理想国の姿へと考え進めてまとめとしたい。
m 新しい理想国の三つの条件
1.未来を志向する国一一これからに生きる文化・よろこびの探究
わが国の歴史の中で受け継いできた文化のよき科学・技術，道徳，芸術，精神などを愛し，
他に学んで一層洗練していきたい。美しい国土を保ち，その上に教育基本法の第一条に示すよ
うな 「心身ともに健康な国民Jがよろこび生きる固としたい。
そのためには，自分の生き甲斐を創造しつつ，宇宙のあらゆる生命を愛護し，よく働き，世
界秩序の創造に貢献する意志を選挙を通し，国家機関をも操行して実現できる国としたい。
2.ともいのちを生きる国一一世界・宇宙を見つめる教育国家一一
その創造すべき秩序の根源には，人間なるが故に思うことのできる大いなる生命への畏敬が
不可欠の地球状況になっている。人類，万類（すべての生物），然類（万物とそのはたらきの
すべてをさしてこう呼びたい）を存立させている大いなる生命（宇宙に遍満する自然の愛とも
呼ぶべきはたらき，万有，天，神，法，精神，伝統などとも呼ばれる）を含め，人類が関われ
る世界のすべてのよき存継を願い，人類としてのその責任を果たさなければならなし凡そのた
めの新しい世界秩序創造には，国連を足場としての遠い道のりが予想される。それを支えるに
は，人類一体観とともいのちの自覚が不可欠と思う。それは実に教育の力によるほかはない。
日本はその教育の先駆となり，世界の教育に貢献し，平和実現の積極的推進国家でありたい。
3.つつましき徳の国一一謹栄と徳治徳交の国づくり一一
「間違いに気づき，新しい出発を誓った」（細川首相所信）とき，私達は 「徳高き文化の国」
を目指そうとの悲願をもった。当時の新聞にも，教育の場でもこの言葉や活字はおどっていた
と思う。それは実現したであろうか。今，経済成長とか繁栄とかを目指すのみでは世界の破滅
は必至ではないかと予感させ，経済の平準化や謹栄が考えられ始めた。「質実国家Jへの呼び
かけは，「徳高き文化の国」への方向づ‘けであり，第一歩であるとも思える。
プラトンはその「理想国Jについて，民主主義は遂に衆愚政治になると予見し，「哲人君臨
せよ」といっている。今の世界への警告とも思えよう。しかし，教育のネットワークがこれだ
けある日本なるが故に，教育によって衆愚ではなくて衆賢・衆哲の民主主義が目指せると思う。
それによって君民共治の伝統が示すような「徳治」と，徳高き国らしい外交としての「徳交」
が基礎づけられるのではなかろうか。わが国の国歌・ 国旗は，その理想国の創造への志向を象
徴するのにも真にふさわしいと思われてならないのである。
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